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齋藤雄志先生と佐藤創先生の御定年退職に寄せて
齋藤雄志先生、佐藤創先生のお二人が古希を迎えられ、平成 25 年 3 月 31 日をもって、定年退職さ
れます。両先生は、ネットワーク情報学部に改組転換する前の経営学部情報管理学科の教員として中
心的な役割を果たされていましたし、ネットワーク情報学部に移籍後も学部運営の中核を担われてい
ました。両先生にお祝いを述べるとともに、大いなる人材を失うことに惜別の思いを込めて献辞を捧
げます。
齋藤雄志先生は、1971 年 3 月に論文「確率的制御系における可同定性と等価性に関する諸問題」で
東京工業大学より工学博士の学位を授与された後、同年 4 月に財団法人電力中央研究所に就職されま
した。1985 年 3 月に同研究所を退職後、専修大学経営学部助教授に採用され、1986 年 4 月に教授に
昇格されました。在職年数は 28 年になります。
この間に、齋藤雄志先生は、ネットワーク情報学部長（2 年）、情報科学センター情報科学研究所長
（2 年）、情報科学センター長（2 年 5 ヶ月）、情報科学センター員（6 年）、情報科学センター運営委
員会委員長（2 年 5 ヶ月）、情報科学センター運営委員会委員（4 年）、学生部委員（3 年）、図書館委
員会委員（1 年）、教員資格審査委員会委員（2 年）、入学試験委員会委員（4 年 11 ヶ月）、社会知性
開発研究センター運営委員会委員（1 年 5 ヶ月）、国際交流センター委員会委員（2 年）、大学院委員
会委員（2 年）、自己点検・評価運営委員会委員（3 年 7 ヶ月）、自己点検・評価委員会委員（4 年 7
ヶ月）、戦略会議委員（2 年）、e キャンパス推進委員会委員長（2 年）、e キャンパス推進委員会委員 
（4 年）、ホ－ムページ運営委員会委員（3 年 1 ヶ月）を歴任され、さまざまな分野で専修大学の運営
に携わられました。
ネットワーク情報学部では、ネットワーク情報総論 1、政策科学、環境と情報、社会情報、データ
分析基礎演習、応用演習（社会情報）、プロジェクト、卒業演習などを担当されていました。大学院
経営学研究科では、モデル分析特論、同演習、情報科学特殊研究、同演習を担当されていました。
齋藤雄志先生のカバーされる領域は、最適制御、オペレーションズリサーチから、エネルギー・資
源問題、環境問題、都市問題、社会問題などと幅が広く、齋藤雄志先生が退職された後に、代わって
カバーする人材を得ることはできません。ネットワーク情報学部の教員間で助け合いながら対応せざ
るを得ませんので、ご退職後も私どもにアドバイスしてください。
佐藤創先生は、東京大学大学院在学中の 1969 年に上智大学理工学部数学科の専任助手に採用され、
1975 年 3 月に退職されました。同年 4 月に専修大学経営学部講師に採用されたのち、1978 年 4 月に
助教授、1987 年 4 月に教授に昇格され、在職年数は 38 年になります。1993 年 10 月に論文「情報理
論におけるゼロエラー問題」で東京大学より博士（工学）の学位を授与されました。
38 年の間に、情報科学センター長（4 年）、情報科学センター員（2 年）、情報科学センター運営委
員会委員長（4 年）、情報科学運営委員会委員（2 年）、e キャンパス推進委員会委員（7 年）、ホーム
ページ運営委員会委員（5 年）、電子計算機室学術利用委員会委員（2 年 10 ヶ月）と、情報科学分野
の業務に携われました。そのほかにも図書館委員会委員（3 年）、教員資格審査委員会委員（3 年）、
教養教務委員会委員（3 年 10 ヶ月）、大学院委員会委員（2 年）、入学試験委員会委員（3 年）、就職
指導委員会委員（2 年）、自己点検・評価委員会委員（2 年）、キャンパス長期構想検討委員会委員（1
年 3 ヶ月）など多方面で大学の運営に携われました。
ii	 専修ネットワーク＆インフォメーション No.21.2013
ネットワーク情報学部では、アルゴリズム的思考法、情報理論、計算理論、応用演習（情報数理）、
プロジェクト、卒業演習などを担当されていました。大学院経営学研究科では、情報理論特論、同演
習、情報理論特殊研究、同演習を担当されていました。
佐藤創先生が中心になって担当された「アルゴリズム的思考法」は、コンピュータ言語に依存しな
いで、表記法としてフローチャートを用いるものであって、履修者に自分の頭で考えること、考えた
ことをわかりやすく論理的に相手に伝えることの重要性を学習させるものであります。
佐藤創先生は、上級生に情報理論を教えてみえましたが、1 年生が基礎的能力として論理的な理解
力および表現力を身に着けるように努力されてきました。また大学院に進学しようとする学生や、数
学の教員になろうとする学生に対して、担当科目外であっても熱心に数学を教えてみえました。
佐藤創先生が退職された後も、私たちにご助言いただき、佐藤創先生がネットワーク情報学部で実
現されようとしていた夢に一歩でも近づくことができれば幸いです。
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